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－病理と臨床の対話－

テーマ：皮膚の炎症性疾患

主催： 一般社団法人日本病理学会

September 2, 2017
12:50～18:00

September 3, 2017
9:00－13:30

この会は、病理と臨床の対話を
行なおうとするものです。お互い
の対話によって理解し合い、
明日の臨床に役立てることを
目的としています。臨床医は
病理を、病理医は臨床を学び、
両者を結びつけて理解します。
病理医のみならず、皮膚科医、
形成外科医の先生方も是非
ご参加下さい。

◎講師（講演順）
今山 修平 今山修平クリニック＆ラボ
山元 修 鳥取大学 皮膚病態学分野
安齋 眞一 日本医科大学 武蔵小杉病院 皮膚科
土田 哲也 埼玉医科大学 皮膚科学教室
後藤 啓介 カロリンスカ大学病院 病理科
古賀 佳織 福岡大学 病理学講座
福本 隆也 福本皮フ病理診断科
浅井 純 京都府立医科大学 皮膚科学
陳 科榮 目黒 陳皮膚科クリニック
新井 栄一 埼玉医科大学国際医療センター 病理診断部

【第１部】

炎症性皮膚疾患診断のための
皮膚組織の理解

海綿状パターンを呈する疾患

乾癬様パターンを呈する疾患

苔癬様および空胞様パターン
を呈する疾患

偽リンパ腫、脂肪織炎、沈着
性疾患、その他

【第2部】

脱毛症および毛包系疾患

水疱様パターンを呈する疾患

真皮の組織球性、好中球性、
好酸球性疾患（リンパ球疾患
除く）、皮膚の感染症

血管炎を含む良性血管病変

バーチャルスライド (DVDにて
配布) を使った症例説明

開催日： 2017年 9月2日 (土)・3日 (日)
会 場： 東京大学 伊藤国際学術研究センター 伊藤謝恩ホール
対 象： 皮膚病理に興味のある皮膚科医、形成外科医、病理医

参加費： 20,000円（初期・後期研修医、大学院生15,000円）
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福本 隆也 （福本皮フ病理診断科）
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血管炎を含む良性血管病変
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第11回 診断病理サマーフェスト 運営事務局
〒105-0032 東京都渋谷区鶯谷町7-3-101
（株）学会サービス 内
TEL：03-3496-6950 FAX：03-3496-2150
E-mail：dpsf11@gakkai.co.jp

◎ サマーフェストへの参加を希望される方は下記病理学会ホームページにアクセスし

「第11回診断病理サマーフェスト開催案内」より、参加登録用紙をダウンロードして

下記のサマーフェスト運営事務局宛に、メールの添付ファイルにてお送りください。

http://pathology.or.jp/
◎ ６月１日より受け付け開始（定員 先着450名）

◎ 受講可となられた方には6月下旬頃より順次郵送にて振込用紙等お送りします。

◎ 初期・後期研修医、大学院生は、申し込み時にその旨をお申し出ください。

参加費振り込みの際には別途所属長の署名による証明が必要となります。

〔お問い合せ先〕


